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1. 背景と目的 

2019年に策定された「AI戦略」では，AI人材の育成

のための教育改革に向けた取り組みが多数提示されてい

る。取り組み目標として，中等教育では，文理を問わず

全ての高等学校の卒業生が数理・データサイエンス・AI

の基礎的リテラシーを習得すること，また，高等教育に

おいても，文理を問わず全ての大学生・高専生がAIリ

テラシー教育を習得することが掲げられている(1)。 

具体的な動きとしては，2018 年に高等学校学習指導

要領が公示され，高等学校普通科の共通教科情報科（以

下，情報科）は，これまでの「社会と情報」と「情報の

科学」の2科目体制から，両科目の内容を統合する「情

報Ⅰ」に科目改訂が行われた。本科目は2022年度より

必修科目として新設され，新たに，プログラミングやシ

ミュレーション，データベースの基礎等の数理・データ

サイエンス・AIに関連する内容が追加された。さらに，

今年度からは「情報Ⅰ」の応用として位置付けられた選

択科目「情報Ⅱ」が新設されている。 

また，大学の情報教育では，2021年度から「数理・デ

ータサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラ

シーレベル）」(2)が新設された。学部学科を問わず全ての

学生が数理・データサイエンス・AIを学ぶことができ

る環境整備が求められており，モデルカリキュラムとし

て，データ分析の基礎やデータリテラシー，AIの利活

用といった内容が提示されている。 

このように，情報教育では，数理・データサイエンス・

AIに関連する項目を身に付けることが求められている

が，「情報Ⅰ」を履修した学生が入学するのは2025年度

以降となる。2025年度以降の入学生が，「情報Ⅰ」の内

容をどの程度理解しているのかを把握し，理解度が低い

項目に関しては大学での情報教育にて補いつつ，数理・

データサイエンス・AIを学ぶ科目を提供することが必

要であると考えられる。そのためには，筆者がこれまで

整理した情報科の教科書内容や理解度に関する研究を，

「情報Ⅰ」でも同様に実施できると考えた。 

教科書の重要語句の整理分類に関しては，筆者を含め

た相澤ら（2020）(3)の研究にて，「社会と情報」と「情報

の科学」に着目した報告を行っている。「社会と情報」

と「情報の科学」の教科書を各8冊，計16冊を対象と

し，それぞれの各索引に記載されている語句を抽出して，

学習指導要領の「情報の科学的な理解」に基づいた知識

に関する解説を基に，重要語句の抽出と項目ごとの整理

分類を実施した。その結果，「社会と情報」では196の

語句，「情報の科学」では239の語句を重要語句と位置

付けた。また，「社会と情報」においては，問題の発見・

解決の方法，統計処理，プログラミング，モデル化とシ

ミュレーション等に関する語句が少ないことを報告した。 

さらに，「情報Ⅰ」を題材とした研究として，小河（2022）
(4)にて，教科書の記載内容の特徴分析を行っている。「情

報Ⅰ」の教科書全13冊を対象とし，記載されている内

容を学習指導要領の科目目標を達成するために設けられ

た計24の小項目ごとに分類した。「情報Ⅰ」の特徴とし

て，ディジタル表現のしくみやアルゴリズム，プログラ

ミングといった知識や技能に関する記載分量が多かった

こと，一方で，思考力，判断力，表現力等を身に付ける

項目の記載内容が少なかったこと等を報告した。 

これらの経緯より，本研究では「情報Ⅰ」の教科書の

索引から語句を抽出した重要語句の分析と，学習指導要

領の「情報の科学的な理解」に基づいた分類を試みる。

本研究の目的は，「情報Ⅰ」の重要語句を整理分類し，

今後の情報教育の内容を検討するための情報収集を行う

ことである。 

 

2. 分析方法 

2023年度の高等学校用教科書目録(5)に記載されている

「情報Ⅰ」の教科書は，6社から計 13冊である。その

うち1冊は，主に実習内容が記載されており，索引がな

い。本研究では，この1冊を除いた12冊の教科書を①

～⑫と採番し，分析対象とする。 

分析方法は，先述した相澤ら（2020）(3)と同様の方法

で行う。はじめに，各教科書の索引に記載されている語

句を抽出し，語句数の整理を行う。次に，抽出した語句

が共通して記載されている教科書の冊数を集計し，記載

のある冊数ごとに整理する。その際，カナ文字や英字等

による表記の違いは，同一の語句として取り扱うことと

する。また，分析対象の半数である7冊以上の教科書で

記載されている語句を各項目の重要語句と位置付け，ま

とめる。 

さらに，高等学校学習指導要領の「情報の科学的な理

解」に基づいた知識の分類を行う。各重要語句を5つの



大項目と18の小項目を照らし合わせて分類を行う。 

 

3. 分析結果 

3.1 各教科書の索引から抽出した語句数 

表1は，各教科書の索引に記載されている語句数であ

る。12冊の平均値は463，中央値は450，最大値は教科

書④の698，最小値は教科書⑦の187であった。教科書

ごとに総ページ数が異なるため，参考値として総ページ

数と1ページあたりの語句数を算出したが，1ページあ

たりの語句数の平均値は2.3，また，最も語句数が多い

教科書は教科書④の 3.39であり，最も語句数が少ない

教科書は教科書⑦の1.03であった。 

 

 

表1 各教科書の索引に記載されている語句数 

教科書No. ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

語句数 303 576 684 698 672 365 187 384 432 469 301 487 

総ページ数 206 230 206 206 206 184 182 224 200 246 128 200 

1ページあたり

の語句数 
1.47 2.50 3.32 3.39 3.26 1.98 1.03 1.71 2.16 1.91 2.35 2.44 

 

表2 共通して記載されている語句の種数 

（括弧内は%） 

 12種 11種 10種 9種 8種 7種 6種 5種 4種 3種 2種 1種 

種

数 

42 
(2.2) 

25 
(1.3) 

32 
(1.7) 

25 
(1.3) 

38 
(2.0) 

30 
(1.6) 

74 
(3.9) 

86 
(4.5) 

120 
(6.3) 

163 
(8.5) 

495 
(25.9) 

779 
(40.8) 

 

 

3.2 索引に共通して記載されている語句の種数 

次に，各教科書に共通して記載されている語句を，種

数ごとに表 2にまとめた。12冊の教科書の索引に記載

されている語句の合計は1909であり，12冊全ての教科

書に記載があった語句は42（2.2%）であった。12種数

から7種数までは，25（1.3%）から42（2.2%）の語句

数であるが，6種数以降は種数が少なくなるにしたがっ

て語句数が増加し，1種数の語句は779（40.8%）であっ

た。表 3は，10種数以上の教科書で記載があった語句

の一覧である。 

 

表3 10種数以上の教科書で記載があった語句 

種数 語句 
語句

数 

12種数 

AI（人工知能），HTML（HTML5），IoT，

IPアドレス，LAN，OS（オペレーティ

ングシステム、基本ソフトウェア），POS

システム，TCP/IP（TCP/IPプロトコル），

圧縮，アルゴリズム，解像度，階調，可

逆圧縮，画素，個人情報，コンピュータ

ウイルス（ウイルス），産業財産権，シ

ミュレーション，情報デザイン，知的財

産権，著作権，データ，データベース，

テキストマイニング，電子メール，ドメ

イン名，ハードウェア，パスワード，非

可逆圧縮，ビット，標本化，ファイアウ

ォール，符号化，プレゼンテーション，

フローチャート，プログラム，変数，メ

ディア，メディアリテラシー，モデル

化，量子化，量的データ 

42 

11種数 

2進法，Unicode（ユニコード），WAN，

暗号化，意匠権，関数，欠損値，質的デ

ータ，実用新案権，商標権，情報，情報

システム，ソーシャルエンジニアリン

グ，ソフトウェア，著作者人格権（著作

者の人格権），特許権，バイト，パケッ

ト，外れ値，ピクトグラム，フォント，

復号，プロトコル，文字コード，ルータ 

25 

10種数 

CPU，http，IMAP，SMTP，SNS，アク

ティビティ図，オープンデータ，可用

性，間隔尺度，完全性，機密性，共通鍵

暗号方式，クライアント，公開鍵暗号

方式，個人情報保護法（個人情報の保

護に関する法律），コミュニケーション，

サーバ，散布図，順序尺度，肖像権，情

報セキュリティ，著作隣接権，電子マネ

ー，配列，ハブ，ピクセル，ビッグデー

タ，平文，プログラミング言語，補助記

憶装置，名義尺度，ユニバーサルデザイ

ン 

32 

 

3.3 大項目ごとの重要語句数と割合 

さらに，7種数以上の教科書に記載されていた語句を

重要語句と位置付け，高等学校学習指導要領の「情報の

科学的な理解」に関する5つの大項目ごとに，重要語句

を整理した。 

 

  



表4 大項目ごとの重要語句数 

（括弧内は%） 

大項目 語句数と割合 

① 情報と情報技術を活用した問題の発

見・解決等の方法 
55(28.5) 

② 情報化の進展が社会の中で果たす役割

や影響 
17(8.8) 

③ 情報に関する法律・規則・マナー 22(11.4) 

④ 個人が果たす役割や責任等 22(11.4) 

⑤ その他（情報及び情報技術に関する基

礎理論等） 
77(39.9) 

合計 193 

 

「⑤その他（情報及び情報技術に関する基礎理論等）」

が77語（39.9%）と最も多く，一方で，「②情報化の進

展が社会の中で果たす役割や影響」が17語（8.8%）と

最も少なかった。ちなみに，小項目の数は大項目ごとに

異なる。次節にて，小項目ごとに分類した結果を示し，

語句数等を整理する。 

 

3.4 小項目ごとの重要語句と語句数 

小項目ごとに重要語句の分類を行った結果が，表5か

ら表9である。特に語句数が多い小項目は，「⑤その他

（情報及び情報技術に関する基礎理論等）」の「3)ネッ

トワーク及びデータ通信に関する基礎的事項」で32語，

次いで同⑤の「2)情報のディジタル化とその特徴（表現

や伝達を含む）」で26語，「①情報と情報技術を活用し

た問題の発見・解決等の方法」の「2)統計処理（ビッグ

データの解析を含む）」で22語であった。一方で，特に

語句数が少ない小項目は，いずれも「③情報に関する法

律・規則・マナー」であり，「4)情報や権利の保護と活

用」で該当なし，「5)その他の犯罪」で1語，「6)規則・

マナー」で2語であった。 

 

表5 大項目①に分類される重要語句 

小項目 語句 語句数 

1) 問題の発

見・解決の方

法 

プレゼンテーション，トレード

オフ，ブレーンストーミング，

KJ法，PDCAサイクル，問題解

決 

6 

2) 統計処理

（ビッグデー

タの解析を

含む） 

データベース，テキストマイニ

ング，量的データ，関数，欠損

値，質的データ，外れ値，オー

プンデータ，間隔尺度，散布図，

順序尺度，ビッグデータ，名義

尺度，データベース管理システ

ム（DBMS），ヒストグラム，分

散，クロス集計，中央値（メジ

アン），標準偏差，比例尺度，リ

レーショナルデータベース，相

関係数 

22 

3) プログラミ

ング 

アルゴリズム，フローチャート，

プログラム，変数，アクティビ

ティ図，配列，プログラミング

言語，順次構造，CSS，演算子，

ソースコード，引数，反復構造，

丸め誤差，戻り値 

15 

4) モデル化と

シミュレーシ

ョン 

シミュレーション，モデル化，

乱数，モデル 4 

5) 情報デザイ

ン 

情報デザイン，ピクトグラム，

ユニバーサルデザイン，ユーザ

ビリティ，可視化，構造化，色

相環，抽象化 

8 

 

表6 大項目②に分類される重要語句 

小項目 語句 語句数 

1) 情報化の進

展により発展

した事項 

AI（人工知能），IoT，POSシス

テム，電子メール，情報システ

ム，SNS，コミュニケーション，

電子マネー，アクセシビリティ，

情報社会，マスメディア，BCC

（BCC欄），CC（CC欄），GPS

（全地球測位システム） 

14 

2) 情報化によ

り発生した問

題 

信憑性，情報モラル，デジタル

デバイド（情報格差） 3 

 

表7 大項目③に分類される重要語句 

小項目 語句 語句数 

1) 個人情報の

保護に関する

法律等 

個人情報，個人情報保護法（個

人情報の保護に関する法律），肖

像権，パブリシティ権 

4 

2) 知的財産に

関する法律等 

産業財産権，知的財産権，著作

権，意匠権，実用新案権，商標

権，著作者人格権（著作者の人

格権），特許権，著作隣接権，引

用，著作物，著作権法 

12 

3) サイバー犯

罪に関する法

律 

ISP（プロバイダ），不正アクセ

ス禁止法，サイバー犯罪 3 

4) 情報や権利

の保護と活用 

なし 
0 

5) その他の犯

罪 

フィッシング 
1 

6) 規則・マナー 
メディアリテラシー，情報セキ

ュリティポリシー 
2 

 

表8 大項目④に分類される重要語句 

小項目 語句 語句数 

1) 情 報 の送

信、受信に関

する留意事項 

暗号化，復号，共通鍵暗号方式，

公開鍵暗号方式，平文，鍵，公

開鍵，秘密鍵 

8 

2) 情報管理と

セキュリティ

対策 

コンピュータウイルス（ウイル

ス），パスワード，ファイアウォ

ール，ソーシャルエンジニアリ

ング，可用性，完全性，機密性，

14 



情報セキュリティ，マルウェア，

ユーザ ID，ウイルス対策ソフト

ウェア，不正アクセス，デジタ

ル署名，バックアップ 

 

表9 大項目⑤に分類される重要語句 

小項目 語句 語句数 

1) コンピュー

タによる情

報処理 

OS（オペレーティングシステム，

基本ソフトウェア），ハードウェ

ア，2進法，ソフトウェア，CPU，

補助記憶装置，16進法，主記憶

装置，API，出力装置，ドロー系

ソフトウェア（ドローソフトウェ

ア），入力装置，ペイント系ソフ

トウェア（ペイントソフトウェ

ア），論理回路，演算装置，応用

ソフトウェア，機械語，制御装置 

19 

2) 情報のディ

ジタル化とそ

の特徴（表現

や伝達を含

む） 

圧縮，解像度，階調，可逆圧縮，

画素，非可逆圧縮，ビット，標本

化，符号化，メディア，量子化，

Unicode（ユニコード），情報，バ

イト，フォント，文字コード，ピ

クセル，ASCII（ASCIIコード），

JPEG（JPEG形式），アナログ，

加法混色，デジタル，光の三原

色，JISコード（JIS），色の三原

色，減法混色 

26 

3) ネットワー

ク及びデー

タ通信に関

する基礎的

事項 

HTML（HTML5），IPアドレス，

LAN，TCP/IP（TCP/IPプロトコ

ル），データ，ドメイン名，WAN，

パケット，プロトコル，ルータ，

http，IMAP，SMTP，クライアン

ト，サーバ，ハブ，POP，URL，

インターネット，フレームレー

ト，無線LAN，DNS，IPv6，Wi-

Fi，WWW，情報通信ネットワー

ク，フレーム，https，IPv4，ネッ

トワーク，パケット交換方式，メ

ールサーバ 

32 

 

4. 考察と今後の課題 

本研究では，「情報Ⅰ」の12冊の教科書の索引に記載

されている語句数を整理した。その結果，総語句数は

1909あり，7冊以上の教科書で記載されている重要語句

は192であることを算出した。 

重要語句の特徴としては，大項目①では，統計処理や

プログラミングの基礎である語句が共通して記載されて

いた。大項目②では，AI（人工知能）や IoTといった情

報化の進展に関する語句が，大項目③では，著作権等の

知的財産に関する語句が記載されていた。また，大項目

④では，情報セキュリティの3要素やコンピュータを取

り巻くウイルス等に関する語句が，大項目⑤では，ディ

ジタル表現のしくみや，ネットワークの基礎的といった

語句の記載が多かった。 

「情報Ⅰ」は，これまでの「社会と情報」と「情報の

科学」の内容を踏まえ，新たにプログラミングやネット

ワーク，情報セキュリティ，データ活用等が必修化され

たが，本研究では，これらの内容に関する語句が多く記

載されている傾向があることがわかった。 

今後の課題としては，大学では2025年度から「情報

Ⅰ」を履修した学生が入学することから，2025 年度以

降は，これまでの「社会と情報」と「情報の科学」の教

科書から抽出した重要語句の理解度調査と同様に，新た

に今回抽出した「情報Ⅰ」の重要語句を用いた理解度調

査を行うことである。調査結果をふまえ，理解度が低い

語句や項目を，初年次を対象とした科目や基礎演習等に

て取り扱い，情報教育における基礎知識を身に付けた学

生の育成を行っていきたい。 

また，これまでは科目単位で記載内容や重要語句の整

理を実施してきたため，今後は，「情報Ⅰ」と「社会と

情報」及び「情報の科学」との比較を行うこと，また，

今年度から新設された「情報Ⅱ」との比較を行うことも，

今後の課題である。 
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